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アブストラクト 

介護予防・地域支援事業などでは、これまで、転倒予防や筋力向上など、高齢者

の廃用症候群を防ぎ自立を維持するため、様々なメニューが多くの市町村で試され

ているようである。どのような訓練が有効なのか？ 高齢者を在宅で支えるために

は何を支援すれば有効なのか？ という点では、いまだ効果的なプログラムを暗中

模索の状態とも言える。 

老化に伴う生活空間の狭小化をくい止めるために、運動系サービス提供のもとで

幸福感や生きがいを獲得できたのではないか…。とする平成１７年度の感性乗馬研

究結果は、活動的な８５歳を創造し新たな高齢者像の方向を示すための契機になっ

たのではないかと思われる。 

そして「延命より価値のある人生を考える」ことによって広範でのリハビリテー

ション目標は従来の“ＡＤＬ（日常生活動作）”から“ＱＯＬ（生活の質的向上）”

へと『個別化されたサービスの提供』によって変換されなければならない時代を迎

えた。近い将来の介護予防事業は、高齢者の心身の状況や日々の活動のみならず、

社会との関わりにまで広く目をむけなければならない、オーダーメイドなサービス

提供を利用者から求められる時世となって来る。 

継続実施となっている感性乗馬研究では、平成１８年度岩沼市介護予防施行事業

と、これと併行して実施となった「通所介護予防事業」運動機能向上事業の双方実

施結果から、脱落者の無い極めて出席率の優秀なメニューであることが示唆され、

加えて乗馬を複合的メニューに組み込み実施されたこれら取り組みで、身体的能力

の向上が伺えるなど活動的な８５歳を創造する上で、良質なものであったと考える

ことができた。 
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序文１…問題の所在 

 一般的に介護予防とは、「単に高齢者の運動機能

や栄養状態といった個々の要素の改善だけを目指

すものではなく、これら心身機能の改善や環境調整

などを通し、高齢者に生活行為（活動レベル）や

参加（役割レベル）の向上をもたらし、それによ

って一人ひとりの生きがいや自己実現のための取

り組みを支援し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を目指す

もの。」とされている。 

 壮年期に生活習慣病を予防することで、「健康な６５歳」を迎え、その後に訪れる

であろう老齢期の問題、すなわち要支援や要介護問題には介護予防をもって「活動

的な８５歳」を迎える必要がある。 

フォーマル、インフォーマルを問わず、生きがいや社会参加を促進する手段が介

護予防メニューの意義であり、継続的な健康増進の諸活動（刺激）を生活機能の低

下が軽度である早い時期に策を講じることが必要なのではないだろうか。 

 

序文２…目的 

 ２０１０年には虚弱高齢者が１９０万人に達すると推計されており、身体的・精

神的活動能力が萎縮していく「閉じこもり」が昨今深刻な問題となっている。現在

は目立った障害がなく日常生活でほぼ自立している高齢者でも、自宅内に閉じこも

る傾向がある場合、生活範囲の縮小、心身の活動量の低下から廃用症候群をきたし、

ゆくゆくは「寝たきり」になりやすいとされている。 

 介護予防についてあらゆる方面から議論されては

いるが、改正介護保険法下で何ができて、何ができ

ていないのか、そして今後介護予防の効果を上げる

為にはどのような取り組みが必要なのかを明らかに

するとともに、そこに乗馬というツールをどのよう

に使えば一層効果的であるのかを検証する。 

 

方法 

 医師、介護支援専門員、高齢者・障害者関係団体、学識経験者等１５名の委員か

らなる介護予防評価委員会によって選定された岩沼市在住要介護認定で自立と認定

された１６名(内１４名は昨年から継続)の地域支援試行事業対象者の方々に対して、
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